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ＣＨＩＮＡ 日系自動車メーカー
の２月中国新車販売
日 産

ト ヨ タ 　

ホ ン ダ

マ ツ ダ 　

富 士 重 　

＊単位台、カッコ内は前
年同月比増減率％、 は
マイナス

　

　

　次回は－
　 中国 アジア　ダイジェスト 面の
次回は 日（月）に掲載します。

□３月４日（火）　□
　

■日産、デザイン拠点分離
中英米で新体制／２ブランド差別化

　

　日産自動車は、高級ブランド「インフ
ィニティ」と日産ブランドのデザインス
タジオを分離する。日英中米の４カ国に
デザイン拠点を持つ。別のスペースを確
保。内外装を差別化。 （６面）
　

■ＬＧ化学、中国バッテリー工場
ＥＶ用／環境対策でニーズ

　

　韓国・ＬＧ化学は、中国でＥＶ用バッ
テリー工場の建設を検討。中国政府が大
気汚染対策に取り組む中、需要が見込め
ると判断。ＧＭや仏ルノーにＥＶ用バッ
テリーを供給している。（時事 ６面）
　

■中国でヘルスケア製品
ジーンテクノ／現地企業と提携

　

　ジーンテクノサイエンスは、中国でヘ
ルスケア製品事業に乗り出す。商品開発
や販売で地元の生薬原料製造販売大手、
グローバル・ファーム・ホールディング
ス・グループと提携に合意。 （ 面）
　

■荒川化学、中国で粘接着付与剤
生産 ／水系樹脂を開拓

　

　荒川化学工業は、中国で有機溶剤のト

ルエンやホルムアルデヒドを含まない粘
接着付与剤の生産を始める。専用設備を
導入する。生産能力は年 ― 。
水系樹脂市場を開拓する。 （ 面）
　

□３月５日（水）　□
　

■弘輝、蘇州に新工場
ハンダ材料／ 倍

　

　弘輝は、金属接合材料の中国工場を４
月に移転・拡張する。蘇州に新工場。ハ
ンダ材料の有鉛・無鉛ソルダペーストの
生産能力を既存工場の 倍に。日欧米
の進出電子機器メーカー向け。（７面）

　

■追加型ビル用マルチエアコン
富士通ゼネラル／中国向け

　

　富士通ゼネラルは、中国向け追加型ビ
ル用マルチエアコン
‐ シリーズを発売した。高い省エネ性
能と施工の自由度を高めた業務用空調機
システム。年産 台を予定。（８面）
　

□３月６日（木）　□
　

■中国の新車販売、２月大幅増
日系５社／前年の反動

　

　日系自動車メーカー５社の２月の中国

での新車販売台数は、マツダを除く４社
が前年同月実績を上回った。昨年は日中
関係悪化で影響が残っていたため、前年
を大きく上回った。 （５面）
　

□３月７日（金）　□
　

■旭硝子、上海に技術センター
化学品／地域に密着

　

　旭硝子は、上海市に化学品事業のテク
ニカルセンターを開設する。中国での同
社化学品の売上高はフッ素系機能化学品
を中心にこの数年で倍増。地域に密着し
た技術サービス体制を強化。 （ 面）
　

■北京で自動車リサイクル構築
ＮＥＤＯ・豊田通商

　

　ＮＥＤＯは、豊田通商と共同で、中国
の北京市内で高効率の自動車リサイクル
システムを構築した。前処理からフロン

などの有害物処理、車体裁断、廃タイヤ
の破砕まで一貫して行う。 （ 面）
　

□３月 日（火）　□
　

■パワー半導体を自社生産
トーア紡／月産能力６万個

　

　トーア紡コーポレーションは、電動工
具向けパワー半導体を中国で自社生産す
る。正豊五金塑 に約 万円出資し、
合弁会社化。専用設備を導入した。月産
能力５万―６万個。 （８面）
　

□３月 日（水）　□
　

■中国、預金金利を自由化
１、２年で実現

　

　中国人民銀行（中央銀行）の周小川総
裁は、全人代に合わせて記者会見し、金
融制度改革の柱である預金金利の自由化
について「今後１、２年で実現できるだ
ろう」との見通し。 （時事 ３面）
　

□３月 日（木）　□
　

■大型プレス機 台、中国で受注
Ｈ＆Ｆ／台湾社瀋陽工場

　

　エイチアンドエフは、中国で東風本田
汽車と、台湾プレスメーカーの聯恒工業
の瀋陽工場向けに大型プレス機を 台受
注した。現地は自動車生産が好調でプレ
ス機の需要が旺盛に。 （５面）
　

■建機、春節明け商戦本格化
コマツ 倍／日立建機 ％増

　

　中国で建設機械の春節明け商戦が本格
化。２月の油圧ショベル（６ 以上）は
コマツが 倍、日立建機は ％増とい
ずれも大幅なプラス。春節の時期が異な
り、販売シーズンが早まった。（６面）
　

■堀場、医用機器を中国生産
現地向け戦略機・炎症マーカー

　

　堀場製作所は、上海工場で医用機器の
生産を始めた。中国向け戦略機の血球計
数ＣＲＰ（炎症マーカー）測定装置をノ
ックダウン生産し、急成長する中国市場
で安定供給体制を固める。 （ 面）
　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　日本のビジネスモデルが通用
　「中国でスマートフォ
ン向けゲームが伸びてい
る」と、Ｄ２Ｃ社長の宝
珠山卓志さん。基本プレ
ーは無料だが、アイテム

課金型で楽しむユーザーも多い。「中国
は市場が大きい。高機能端末も普及して
きた」。日本のビジネスモデルが通用す
る環境が整ってきた。 （４日 面）

ＴＥＬＯＰ

ＡＳＩＡ

約 人が参加したラオス
経済・投資フォーラム

ビジネス機を好みの内装に仕上
げる（フライング・カラーズ）

新設したシンガポールの
生産設備（住友化学）

韓国・釜山新港に完成した物
流施設「ＫＯ―ＳＥＮＫＯ物
流センター」（センコー）

　

■「ハラル」認証和菓子を提供
ＡＮＡ（４日 面）

　

■ベトナムで職場体験
大阪経済法科大（４日 面）

　

■日立キャピタル、マレーシア支店
建機・情報機器リース（５日 面）

　

■ＧＭＢコリア、ルーマニアで生産
自動車部品（ 日５面）

　

■第一生命、ベトナムに子会社
資産運用／分社化（ 日 面）

　

●　ひと　●●●●●●●●●●●●●●●●
　

　モノづくりを軽く見すぎ
　「雇用を増やすことを
政府が必死に考えてい
た」と感心するのは、堀
場製作所会長兼社長の堀
場厚さん。ただこれは、

同社がこのほどインドで工場進出した際
に感じたこと。「日本はモノづくりを軽
く見すぎだ」と、温度差が歯がゆい様
子。 （３日 ６面）

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　
　都会派イメージ

　「韓国で売られている
『スーパードライ』は価
格が現地ビールの２倍以
上。しかし都会的なイメ
ージが受けて売れてい

る」と、アサヒビール取締役の池田史郎
さん。「商品イメージが大切。おいしさ
とともに高級感、都会派イメージを売り
込みたい」。 （ 日 面）

　

□３月３日（月）　□
　

■独ＺＦ、アジア比率 ％に
９速ＡＴ、日本車に拡販／新工場も

　

　独ＺＦは、日本車への販売拡大や自動
変速機工場の新設で、アジア・太平洋地
域の比率を約 ％から 年後をめどに
％に引き上げる。９速ＡＴは最大トルク

に対応する。 （５面）
　

■「Ｂ 」など 機を導入
ガルーダ・インドネシア航空

　

　ガルーダ・インドネシア航空は、米ボ
ーイングの大型機「 ‐ 」型機
など 年度に新たに 機を導入するな
どを柱とした経営計画を策定した。６月
に羽田―ジャカルタ線を就航。（ 面）
　

■ミャンマーに段ボール工場
丸紅／年 万

　

　丸紅は、ミャンマーで現地企業と合弁
で、ヤンゴン市郊外のミンガラドン工業
団地に段ボール加工会社を設立する。年
間 万平方 の生産能力を持つ工場を
建設、 年６月に稼働する。（ 面）
　

□３月４日（火）　□
　

■超小型ＥＶで日本進出
台湾・東元電機／日本の商社と協力

　

　台湾の大手電機メーカー・東元電機
は、大手商社とＥＶ事業で日本市場に参
入する。電動バイクや集配車などの街乗
り用をターゲットに東元がモーターなど
の駆動システムを供給。 （１面）
　

■日韓で第三国市場を開拓
中国に対抗／リスクを軽減

　

　日本と韓国の経済交流団体が、日韓連
携でミャンマーなど第三国市場を開拓す
る可能性を模索し始めた。リスクを軽減
できるほか、中国に対抗する上で日韓が
組む意義は大きい。 （３面）
　

■豊田鉄工、タイ新工場
自動車用プレス部品

　

　豊田鉄工は、タイで自動車用プレス部
品の生産を 年に始める。約 億円投
資。バンコク東部に工場を建設。ブレー
キやクラッチなどのペダルをトヨタ自動
車の現地工場に納入。 （６面）
　

■タイのセブンに新型ＰＯＳ
ＮＥＣ／１万店規模

　

　ＮＥＣは、タイのセブン－イレブンを
運営するＣＰオールから、省スペースの
ＰＯＳ端末を受注した。１店舗に２、３
台設置してある。約 店を運営。１万
店に拡大する計画がある。 （９面）
　

■帝人、セパレーター増産
二次電池向け／韓国で２系列化

　

　帝人は、リチウムイオン二次電池向け
セパレーター「リエルソート」の生産増
強する。韓国の生産拠点では電子機器用
途向けなどを中心に数量が順調に伸びて
おり、２系列目を検討。 （ 面）
　

■ＪＸエネ、インドに販売合弁
潤滑油／日系自動車など向け

　

　ＪＸ日鉱日石エネルギーは、インドに
合弁で潤滑油の販売会社を設立する。現
地の潤滑油大手メーカーと覚書。現地の
日系自動車などに ＥＮＥＯＳ ブランド
などの潤滑油を供給している。（ 面）
　

■バイオコークスを実証生産
近畿大・大阪ガスＥＧ／マレーシア

　

　近畿大学と大阪ガスエンジニアリング
は、パームヤシ原料のバイオマス燃料
バイオコークス をマレーシアで実証生
産する バイオコークスは発熱量が高く
低コスト生産できるのが特徴。（ 面）
　

□３月５日（水）　□
　

■マレーシアＬＮＧプラント再生
日揮／ 億円

　

　日揮は、マレーシアでＬＮＧプラント
の能力再生プロジェクトを受注した。国
営ペトロナスが保有する世界最大級プラ
ントの一部。低温熱交換器などを入れ替
える。受注額は 億― 億円。 １面
　

■新設計手法、インドネシアに
日産・仏ルノー／ 以上の工場に

　

　日産自動車と仏ルノーは、両社の年間
生産台数のうち、新設計手法を適用した
生産台数の比率を 年に７割にする。
現在の４工場からインドネシアなど 以
上の工場に拡大する。 （５面）
　

■王子、ミャンマーに新工場
段ボール／ 万

　

　王子ホールディングスは、ミャンマー
に現地法人を設立し、段ボール工場を建
設する。年産能力は段ボールシート貼合
が 万平方 、段ボールケース製函が
万平方 。 （ 面）

　

■ＹＫＫ設備投資、アジアに ％
ファスナー事業／新興国開拓

　

　ＹＫＫは、 年度の設備投資額を
％増の 億円とする事業計画。衣類な
どのファスナーは 億円を投じる。こ
のうち ％をアジアに充て、新興国でフ
ァスナーを拡販する。 （ 面）
　

■渋滞情報、アジアで拡充
豊田通商／ＧＰＳ活用

　

　豊田通商は、ＧＰＳを用いて自動車向
けに高精度の渋滞情報を配信するサービ
スを拡充する。タイやインドネシアで展
開。新興国では自動車が拡大の一方、慢
性的な交通渋滞が社会問題化。（ 面）
　

□３月６日（木）　□
　

■三井造船、台湾社から４基受注
コンテナクレーン／ 年ぶり

　

　三井造船は、台湾最大のコンテナ船運
航会社・エバーグリーンから約 年ぶり
に小型コンテナクレーン４基を受注し
た。受注額は６億円規模。世界シェア７
割の中国ＺＰＭＣを退けて獲得。 １面
　

■三菱レイヨン、アジア最適生産
アクリル樹脂原料／設備効率化

　

　三菱レイヨンは、アクリル樹脂原料Ｍ
ＭＡモノマーの生産コストを削減する。
年度までにシンガポールと中国拠点

で生産効率化。世界の生産拠点の運営を
一本化する専門部署を新設。 （ 面）
　

■東洋製缶、インドネシア新工場
プラキャップ

　

　東洋製缶グループＨＤは、インドネシ
アにプラスチックキャップの製造販売会
社を４月に設立する。子会社２社と香港
企業が出資する。飲料市場が急拡大して
いる現地需要を取り込む。 （ 面）
　

■日成ビルド、シンガポール現法
駐車場の開発や投資

　

　日成ビルド工業は、シンガポールに駐
車場の開発や投資を行う現地法人「アジ
ア・パーキング・インベストメント」を
設立した。中国や東南アジアでの駐車場

事業を支援する。 （ 面）
　

□３月７日（金）　□
　

■韓国とＴＰＰ予備協議
日本から輸出品の関税引き下げ念頭

　

　政府は、韓国とＴＰＰ交渉に関する初
めての予備協議を都内で開いた。日本側
は鶴岡公二首席交渉官らが対応した。日
本から輸出する自動車など工業品に対す
る韓国の関税引き下げが念頭に。 ２面
　

■ラオスで投資フォーラム
人件費・電力料金安く／日商など

　

　日本商工会議所とラオス計画投資省な
どは、ラオスの首都ビエンチャンで「ラ
オス経済・投資フォーラム を開催した
ラオスは人件費がタイの３分の１、電力
料金はタイの半分程度と低い。（３面）
　

■ＪＦＥエンジ、桟橋の改修受注
ミャンマー／フェリー用

　

　ＪＦＥエンジニアリングは、ミャンマ
ーで港湾のフェリー用桟橋の改修工事を
受注した。ＯＤＡの一環。住民がヤンゴ
ン市街地に行くため。２基の桟橋や連絡
橋、旅客ターミナルを新設。 （６面）
　

■ＪＦＥ、印チェンナイに拠点
日産・現代自・フォードなど進出

　

　ＪＦＥスチールは、インドのタミル・
ナードゥ州の州都チェンナイに営業拠点
を開設する。自動車生産拠点の一つであ
り、日産自動車や現代自動車、フォード
などの進出が相次ぐ。 （ 面）
　

□３月 日（月）　□
　

■ＩＨＩ、低品位炭の乾燥実証
インドネシア石炭火力発電所

　

　ＩＨＩは、インドネシアの石炭火力発
電所で低品位炭を独自技術で乾燥させる
実証試験に乗り出す。インドネシア国営
電力会社傘下の出力 万 級発電
所に乾燥機器を導入する。 （１面）
　

■ビジネスジェット関連アジアに
カナダ内外装会社／シンガポール拠点

　

　北米の航空機関連企業が、アジアで高
まるビジネスジェット需要の取り込みに
動いている。カナダ内外装会社・フライ
ング・カラーズは、夏にはアジア初の拠
点としてシンガポールに進出。（５面）
　

■世界最大の化学プラント建設
三井造船／シンガポール

　

　三井造船はシンガポールで化学プラン

トの建設を受注した。米エクソンモービ
ルのグループ会社が計画する、タイヤの
原料と接着剤用特殊樹脂を生産する。生
産設備としては世界最大規模。（７面）
　

■カバーガラス、韓国に移管
米コーニング／静岡、一部を閉鎖

　

　米コーニングは、スマートフォンなど
に使うカバーガラス「コーニングゴリラ
ガラス」の生産をコーニングジャパンの
静岡工場から韓国 牙山工場に移管する
静岡工場の一部は閉鎖の予定。（ 面）
　

□３月 日（火）　□
　

■シンガポールに４万 設備
低燃費タイヤ原料／住友化学

　

　住友化学は、シンガポールに新設した
低燃費タイヤ原料の溶液重合法スチレン
ブタジエンゴム Ｓ―ＳＢＲ 生産設備
（年産能力４万 ）の開業式を行った。
約 億円を投資。 （ 面）
　

■タイに非鉄金属材料の販社
白銅／液晶製造装置向け

　

　白銅は、タイに非鉄金属材料の販売子
会社を 月に設立する。半導体・液晶製
造装置関連の顧客がタイに進出する見込
みで、駐在員事務所を閉鎖し子会社を設
けることで顧客対応を強化。 （ 面）
　

■「クール宅急便」国際展開
まず台湾から／ヤマト

　

　ヤマトＨＤは、台湾で冷蔵・冷凍品の
宅配便「国際クール宅急便」を始める。
ＡＮＡの貨物拠点「沖縄貨物ハブ」を活
用し、生鮮食品などを保冷一貫輸送して
発送日の翌日に届ける。 （ 面）
　

■ミャンマーに炭酸飲料合弁
アサヒグループＨＤ

　

　アサヒグループＨＤは、ミャンマーの
飲料大手ロイヘインと合弁で、炭酸飲料
の製造販売会社を設立する。ロイヘイン
は同国第２の都市であるマンダレーで販
売力がある。 （ 面）
　

■三井住友銀行がイスラム金融
マレーシアで開始

　

　三井住友銀行は、「イスラム金融」の
業務をマレーシアで始めた。イスラム法
では利子の概念を禁止し、アルコールな
ど教義に反する事業に関与する取引を禁
止している。 （ 面）
　

□３月 日（水）　□
　

■ファインシンター、タイ新工場
自動車用粉末冶金部品

　

　ファインシンターは、タイ・ラヨーン
県に自動車用粉末冶金部品工場を 年
をめどに新設する。 億― 億円投資。
トヨタ自動車やトヨタ外の１次サプライ
ヤーに部品供給が増える。 （５面）
　

■キャタラー、触媒の新工場
インド／２輪車用

　

　キャタラーは、インドのカルナタカ州
に２輪車用メタルハニカム触媒を製造、
販売する新会社を設立した。 年 月

稼働を予定。次期排ガス規制の導入に伴
う需要増加に対応する。 （５面）
　

■ＬＮＧ基地の増強工事を受注
東洋エンジ／インド

　

　東洋エンジニアリングは、インドでＬ
ＮＧ受け入れ基地の能力増強工事を受注
した。受け入れ能力を年産 万 から

万 に引き上げる。受注額は 億
円台。 （６面）
　

■上下水道の統合監視を受注
横河電機／インド

　

　横河電機は、インドのベンガルール上
下水道局から上下水道の設備全体を統合
監視するシステムを受注した。産業発展
と人口急増で、頻繁な断水など水不足の
問題を改善。 （６面）
　

■ウェブＴＶ会議、韓国に展開
ブイキューブ／第１弾ハンミ製薬

　

　ブイキューブは、ウェブ経由でテレビ
会議などが簡単に利用できるサービス
「Ｖキューブ」の海外展開で、韓国のト
イスと代理店契約を結んだ。韓国の大手
製薬会社のハンミ製薬に提供。（９面）
　

■環境協力で都市間連携
インドネシアと協力

　

　環境省は、インドネシア環境省と、環
境協力で都市間連携を推進する。両国の
自治体をマッチングし、両国企業が協業
できるように。日本の環境技術を保有す
る企業の海外展開を後押し。 （ 面）
　

■ スーパードライ アジア 倍
アサヒ／ 年度 万

　

　アサヒグループＨＤは、「アサヒスー
パードライ」について、海外での販売数
量を 年度に約 倍の同 万 （１
は大瓶 本換算 を目指す アジアも同
倍強の 万 を計画。 （ 面）

　

■吉本製作所、ベトナム進出
現地４社に金属加工委託

　

　吉本製作所は、ベトナムに進出する。
６月にホーチミン市に事務所を置く。日
本で受注した金属加工をベトナムの現地
企業４社に委託する。コストを約 ％削
減できる見込み。 （ 面）
　

□３月 日（木）　□
　

■サンワテクノス、台中市に拠点
インバーター／電機・機械集積

　

　サンワテクノスは、台湾台中市に営業
拠点を新設した。電機や機械関連の製造
業が集積する台中地区の企業にインバー
ターやサーボモーターなどを拡販する。
台北と台南に続く３カ所目。 （８面）
　

■福島工業、タイに新工場
ショーケースなど／年 台

　

　福島工業は、タイで業務用冷凍・冷蔵
庫などを生産する新工場を建設する。冷
凍・冷蔵庫やショーケースを年間 台
規模で生産する。 年６月操業。総投
資額は約７億円。 （９面）
　

□３月 日（金）　□
　

■「 」の燃費を検証
エア・インディア

　

　エア・インディアは、ボーイングの中
型旅客機「 」について機体重量が当
初契約より重いとして、燃費効率の検証
を実施。機体納入遅れで既にボーイング
から賠償を受けている （時事 ６面
　

■「 」 機を受注
インド格安航空から

　

　米ボーイングは、インドの格安航空会
社スパイスジェットから単通路機「

」 機を受注した。表示価格で
億 。 の受注は 機を超えて
いる。 （時事 ６面）
　

■ベトナム人研修生、堺で研修
ＩＨＩインフラ／現地中核人材に

　

　ＩＨＩインフラシステムは、堺工場で
ベトナム人研修生の長期受け入れを始め
た。３年。現在 人が溶接工程などで勤
務。３年後には 人規模に。帰国後は現
地グループ会社の中核人材に。（７面）
　

■ハイアールアジア、３市場戦略
最重点にタイ・インドネシア

　

　ハイアールアジアインターナショナル
は、３市場に分け戦略を展開する。最重
点市場としてタイとインドネシア。重点
市場は日本とベトナム、成長市場はマレ
ーシアとフィリピンとする。 （ 面）
　

■鴻池運輸、タイ進出を支援
合弁で事業投資会社

　

　鴻池運輸は、タイに進出する日系企業
向けの支援事業を始める。現地の農薬メ
ーカーと合弁で事業投資会社。現地法人
を設立する際の合弁パートナーになるな
どタイ進出を支援する。 （ 面）
　

■センコー 韓国 釜山に物流施設
ＦＴＺの利点生かす

　

　センコーが、韓国の釜山新港で建設し
ていた物流施設「ＫＯ―ＳＥＮＫＯ物流
センター」が完成。港湾内は自由貿易地
域。韓国の国内向け配送、日韓の輸出
入、港湾荷役、物流サービス。（ 面）

　　 ２０１４年 平成２６年 ３月１７日 月曜日 　　 （ ）


